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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（１） 活動プログラムの充実 

スポーツには「する、みる、ささえる」など多様な関わり方があることから、だれでも、

いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ活動に関わることができるよう、様々なプロ

グラム活動への参加の機会を提供する。 

（１）主たる内容 

1.スポーツへの参加機会の拡大  

2.スポーツを始めるきっかけ  

づくり 

3.地域におけるスポーツ活動  

の推進 

4.競技力の向上  

5.子どもの体力向上  

（２）参考数値 

評価指数/年度 R4 R5 R6 

各種大会・ｲﾍﾞﾝﾄ参加者数 17,043 19,199 20,303 

全国大会等への出場者数 499 523 457 

（３）関連事業の取組み状況 全５２事業（うち拡大１事業） 

・総合型地域スポーツクラブにおいて、新たな種目の教室を開催し、市民が参加でき

る機会の拡大を図った。 

・ジュニア世代の競技への正しい知識の習得に向け、ホームタウンパートナーチーム

等と連携し、刈谷キラキラ教室を開催した。 

・高齢者や障害者など、様々な市民が参加できる講座や教室を多数開催した。 

・子どもから高齢者まで幅広い世代を対象に、様々な事業を実施している。特に高齢

者世代に対しては、多くの事業を実施することができている。 

（４）課題への取組み状況 

・女性のスポーツ実施率が向上し、男性のスポーツ実施率と同じ割合になった。 

 【参考：週１回以上の成人のスポーツ実施率（男性 56.8%、女性 55.6%）】 

・スポーツに取り組む時間を取りにくい世代（働く世代など）に対する解決策などを

とることができていない。 

・市社会福祉協議会主催のボッチャ大会に、スポーツ推進委員が係として協力するな

ど、関係団体と連携を図り障害者スポーツの普及に努めた。 

（５）今後の方向性 

・スポーツの実施頻度の低い働く世代を対象として、新規事業の実施や現事業の拡大

や見直しを行い、他課等と連携した事業の実施（新規・継続・拡大）を検討する。 

・人口比率が高まる傾向の高齢者層を対象とした事業を実施（継続及び拡大）する。 

・次世代を担う子どもたちが、幼少期からスポーツに触れる機会を増やし、スポーツ

が好きになるような事業の実施を検討する。 

・ニュースポーツ普及事業を始め、障害者スポーツの普及に努める。 
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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（２） クラブ・団体の育成 

市民が所属するクラブ・団体の安定的な運営の確保とともに、組織力の強化を支援し、

クラブ・団体の育成を通じて、スポーツ活動の充実を図る。 

（１）主たる内容 

1.総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの育成  

2.統括団体の組織強化 

（２）参考数値 

評価指数/年度 R4 R5 R6 

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

加入者数 
1,639 1,663 1,843 

スポーツ協会加入者数 

（ｽﾎﾟｰﾂ少年団加入者数） 

10,895 

(599) 

10,539 

(587) 

9,710 

(608) 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会加入者数 

（うちｽﾎﾟｰﾂ関係団体分） 

 1,647 

(836) 

 1,311 

(503) 

 1,282 

(587) 

（３）関連事業の取組み状況 全７事業（全て継続） 

・教室や大会等の広報活動の実施、各団体主催・主管の大会等を開催した。 

（４）課題への取組み状況 

・総合型地域スポーツクラブの認知度向上及び会員増に向けた広報誌への掲載に取

り組んだ。 

（５）今後の方向性 

[総合型地域スポーツクラブ] 

・クラブの情報発信だけでなく、市民ニーズに合った教室や講座などの開設を各クラ

ブに検討いただくなど、自主的・自立的な取組みをするような体制を整える。また、

クラブのさらなる育成を目指し、総合型地域スポーツクラブ研究会において調査研

究活動を行うとともに、組織力の強化に向けた支援を行う必要がある。 

[スポーツ協会・レクリエーション協会など] 

・各団体は、地域のスポーツ振興の中心であり、本市のスポーツ推進の中核を担う組

織であるため、継続した支援を行うとともに、団体間の密接な連携・協力に努める。 

・競技者同士のつながりを深める。 

・広報活動等の拡充に努め、市民のスポーツ参加、スポーツの普及・振興を図る。 
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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（３） 施設の整備・充実・開放 

さまざまなスポーツ施設において、その利用状況なども加味し、どのようなサービスを、

どの施設で提供するかを考慮して、市民が活動しやすい施設の整備・充実を検討する。 

また、市民が安心して、気軽にスポーツ施設を利用することができるよう、既存施設に

ついては、より適正な管理・運営に努める。 

（１）主たる内容 

1.施設の計画的な整備・修繕  

2.既存施設の適正な管理運営  

3.活動拠点の充実 

（２）参考数値 

評価指数/年度 H25 H29 R5 

スポーツ施設の利用に 

満足している人（％） 
66.6 74.2 42.4 

（３）関連事業の取組み状況 全１６事業（うち新規１事業、完了１事業） 

市民の運動活動拠点として、施設を管理する指定管理者と連携しながら、総合運動公

園や体育施設の適正な管理・運営を行った。なお、各施設の使用状況については、別

紙の体育施設使用状況のとおり。 

（４）課題への取組み状況 

・小中学校体育施設スポーツ開放事業では、利用登録事務の見直しを行い、事務負担

の軽減及び利用者の利便性向上を図った。また、空調利用料金徴収を適正に行うた

め、利用者の実績と稼働記録の照合及び空調料金の改定に向けて、規則改正を行っ

た。 

・アジア・アジアパラ競技大会に向けた施設整備であるウィングアリーナ刈谷メイン

アリーナ等天井改修工事をはじめ、ウェーブスタジアム刈谷ナイター灯改修設計業

務委託を行った。 

・体育施設の適切な維持管理及び改修として、ウェーブスタジアム刈谷及びウィング

アリーナ刈谷の空調設備改修工事等を行った。 

・（仮称）逢妻川河川敷運動広場（現亀城グラウンド）整備工事を行い、施設の充実

を行った。 

（５）今後の方向性 

・小中学校体育施設スポーツ開放事業では、引き続き利用者の利便性や安全性の向上

により、安定かつ質の高いサービスが効率的に利用できるような施設管理や運営体

制を整える。 

・市内体育施設や設備等の老朽化対策として、計画的な改修を検討・実施する。 

・市民ニーズを勘案して、施設の拡張整備及び機能の充実に努め、利用しやすい環境

の整備に取り組む。 

・公園等において、市民が身近な場所で気軽に運動が行えるようスポーツ環境の充実

を図る。 
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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（４） ささえる人材の育成 

市民がスポーツ活動を継続するためには、だれもが気軽に参加できるスポーツプログラ

ムとそれを適切に指導する指導者やその運営を支援するスポーツボランティアなどの

ささえる人材が必要であることから、市民がスポーツ活動に取り組み、継続できるよう、

指導者やスポーツボランティアなどのささえる人材の育成に努める。 

（１）主たる内容 

1.優れた指導者の育成と確保  

2.地域のｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰの充実 

3.指導者のﾈｯﾄﾜｰｸづくり 

4.ｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成と確保 

（２）参考数値 

評価指数/年度 H29 R4 R5 R6 

スポーツリーダー養成 

講座修了受講者数（人） 
37 40 21 23 

「ささえるｽﾎﾟｰﾂ」の 

認知度（一般）（％） 
12.3 － 12.2 － 

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員認知度（知

らない人）（％） 
60.2 － 66.2 － 

（３）関連事業の取組み状況 全５事業（全て継続） 

スポーツ推進委員が総合型地域スポーツクラブの運営者として携わるとともに、地域

との調整役を担うコーディネーターとして育つような取組みを行った。 

（４）課題への取組み状況 

・スポーツ推進委員主管の「スポーツふれあい day」にて、運営ボランティアを募集

し、「ささえるスポーツ」を実践する機会の提供の拡大を図った。 

・スポーツ推進委員を市社会福祉協議会主催のボッチャ大会にスタッフとして派遣

し、障害者スポーツへの理解を深めるとともに、「ささえるスポーツ」の活動を支

援した。 

・スポーツリーダー養成講座の修了者から５名を生涯学習課の指導者名簿へ登録し、

指導者のネットワークづくりに努めた。 

（５）今後の方向性 

・身近なスポーツリーダーであるスポーツ推進委員の活動支援を行う。 

・市民だよりや SNS 等、各種広報媒体でスポーツ推進委員の活動内容を紹介したり、

活動写真パネルを設置したりすることなどにより、スポーツ推進委員の認知度向上

を行う。 

・スポーツリーダー養成講座の内容及び修了者の活用方法について検討する。 
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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（５） 情報の提供 

市民がいつでも、どこでも手軽にスポーツに関する情報を得られる環境づくりに努め、

市民のスポーツ活動のきっかけづくりや活動の継続を図る。 

（１）主たる内容 

1.ｽﾎﾟｰﾂ情報の積極的な発信 

（２）参考数値 

評価指数/年度 H29 R4 R5 R6 

スポーツ行事の情報を知

らなかったと回答した人

の割合（％） 

17.2 － 18.5 － 

スポーツ行事の情報源 

（市民だより）（％） 
35.4 － 34.8 － 

スポーツ課Instagram
イ ン ス タ グ ラ ム

の 

フォロワー数（人） 

※3 月 31 日時点 

 1,045 1,097 1,187 

（３）関連事業の取組み状況 全１２事業（全て継続） 

・各種大会、イベントなどのスポーツに関する情報やホームタウンパートナーチーム

の試合情報などを市民だよりへ掲載し、スポーツ情報に親しみを持っていただける

よう工夫しながら市民への周知を図った。 

・市ホームページをはじめ、情報サイトや SNS 等の様々なツールを活用して市民へ情

報提供を行うことで、より広く市民へ周知できるよう努めた。 

（４）課題への取組み状況 

・スポーツ課 Instagram や市公式 LINE による情報発信など、様々な媒体で情報の発

信を行った。 

（５）今後の方向性 

・SNS 等の普及により、スポーツ行事の情報を市民だよりから得る割合が低下してい

ることから、市公式 SNS などの様々な方法でスポーツ情報を発信していく。 

・情報発信にあたっては、ターゲットを整理し、効果的な方法を検討する。 

（例：小中学生、子育て世代、働く世代など） 
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■第３次スポーツマスタープラン 令和６年度取組み評価シート 

施策（６） スポーツを通じたまちづくり 

本市の恵まれたスポーツ環境を活用し、スポーツを通じて派生するさまざまな交流活動、

市の魅力向上・発信など、魅力と活力にあふれるまちづくりに取り組む。 

（１）主たる内容 

1.スポーツ交流の促進  

2.ﾎｰﾑﾀｳﾝﾊﾟｰﾄﾅｰﾁｰﾑとの連携  

による市の魅力向上・発信  

3.スポーツを通じた魅力  

づくり 

（２）参考数値 

評価指数/年度 H29 R4 R5 R6 

ホームタウンパートナー 

チームの認知度（％） 
37.8 － 82.8 － 

トップリーグ等の試合数(回) 59 70 60 70 

刈谷キラキラ教室（参集型） 

開催数（回） 
3 8 10 8 

刈谷キラキラ教室（派遣型） 

開催数（回） 
 2 0 9 

（３）関連事業の取組み状況 全６事業（うち拡大１事業） 

・パリオリンピックの女子バスケットボール競技において、パブリックビューイング

を開催したことに加え、パリオリンピック出場選手の等身大パネル等の展示を行っ

た。 

・各種イベントにおいて、アジア競技大会開催に向けた啓発ブース等を出展し、大会

の周知及び機運醸成を図った。 

（４）課題への取組み状況 

・各課に協働可能な活動を調査し、本市の大きな地域性であるホームタウンパートナ

ーと各課が協働して、引き続き地域貢献活動を実施した。 

・ホームタウンパートナーによる刈谷キラキラ教室において、参集型を６チーム計８

回、派遣型を３チーム計９回実施した。 

・ホームタウンパートナーのホームゲーム等で、合計１９試合１，１８０人の市民を

観戦招待することで、ホームタウンパートナーの認知度向上に努めた。 

・ホームタウンパートナーのブレイヴキングス刈谷、クインシーズ刈谷がスポーツ教

室の講師を務めた。 

（５）今後の方向性 

・ホームタウンパートナーがさらに地域に根付くように、総合型地域スポーツクラブ

と連携した教室の開催や、スポーツ分野以外の取り組み（他課等との連携の拡充）

を、引き続き実施できるよう努める。 

・教育現場と連携した取り組みを強化するため、参集型刈谷キラキラ教室に加え、派

遣型刈谷キラキラ教室のさらなる拡充を図る。 

・ホームタウンパートナーの認知度向上に向けた取組みを検討する。 

・ホームタウンパートナーＯＢ・ＯＧをスポーツ教室の講師として招くなど、企業ス

ポーツが盛んな本市の特性を活かし、引退したアスリート等が指導者として学校や

地域で活動できる環境を整備する方法を研究する。 
 



【別紙】
令和６年度 　　（年間）

○　ウィングアリーナ刈谷 単位：人

プール ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ その他

令和６年度 48,747 54,230 405

令和５年度 52,144 51,361 290

比　　　　較 △ 3,397 2,869 115

○　刈谷市体育館 単位：人

令和６年度

令和５年度

比　　　　較

○　グラウンド・運動広場等 単位：件

令　和 令　和

Ａ　面 Ｂ　面 Ａ　面 Ｂ　面 Ａ　面 Ｂ　面 Ａ　面 Ｂ　面 ６年度 ５年度

93 152 198 112 555 532 23

328 231 116 675 693 △ 18

126 104 268 249 347 258 128 85 1,565 1,497 68

122 151 320 380 444 454 124 117 2,112 1,966 146

121 121 286 279 294 272 54 51 1,478 1,484 △ 6

111 99 244 244 240 242 60 58 1,298 1,252 46

446 322 96 864 886 △ 22

594 428 57 1,079 1,098 △ 19

138 529 359 69 1,095 1,244 △ 149

437 382 234 222 112 109 1,496 1,525 △ 29

243 210 61 514 547 △ 33

251 443 245 106 1,045 1,039 6

146 141 137 126 550 612 △ 62

193 474 189 481 29 583 1,949 1,685 264
サッカー等 72 74 44 190 129 61
陸 上 貸 切 66 48 11 125 98 27

962 475 4,767 2,149 4,000 2,055 1,179 1,003 16,590 16,287 303

37,078 21,904 15,174

○　テニスコート 単位：件

令　和 令　和

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面 Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面 ６年度 ５年度

1,179 1,088 1,069 1,121 516 473 456 490 6,392 6,240 152

1,733 1,766 3,499 3,570 △ 71

1,650 1,613 3,263 3,199 64

780 1,032 858 954 317 438 329 399 5,107 4,760 347

637 667 723 730 2,757 2,704 53

5,979 6,166 2,650 2,805 833 911 785 889 21,018 20,473 545

比　較

合　　計

ウェーブスタジアム刈谷　陸上競技場の個人使用（人）

日 高 公 園 グ ラ ウ ン ド

原 崎 公 園 グ ラ ウ ン ド

狩 野 公 園 グ ラ ウ ン ド

金 山 運 動 広 場

港 町 グ ラ ウ ン ド

グ リ ー ン グ ラ ウ ン ド 刈 谷
Ａ面＝天然芝 Ｂ面＝人工芝

ウ ェ ー ブ ス タ
ジ ア ム 刈 谷

住 吉 テ ニ ス コ ー ト

合　　計

狩 野 テ ニ ス コ ー ト

塩 田 テ ニ ス コ ー ト

神 田 テ ニ ス コ ー ト

洲 原 テ ニ ス コ ー ト

　　　　　　　　　　　　　　　区
分
　施設名

昼間（７：００～１７：００） 夜間（１７：００～２１：００）

小 垣 江 グ ラ ウ ン ド

双 葉 グ ラ ウ ン ド

亀 城 グ ラ ウ ン ド AB

亀 城 グ ラ ウ ン ド CD

青 山 公 園 グ ラ ウ ン ド

野 田 公 園 グ ラ ウ ン ド

夜間（１７：００～２１：００）
比　較

刈 谷 球 場

井 ケ 谷 グ ラ ウ ン ド

　　　　　　　　　　　　　　　区
分
　施設名

早朝（７：００～９：００） 午前（９：００～１３：００） 午後（１３：００～１７：００）

△ 2,103 47,434 △ 5,998

87,568 38,473

合　　　計
アリーナ棟 武道施設

187,472

39,333

148,139

19,995 135,002 32,475

22,098

6,233 42,948

　　　　　　区分
 年度 個人使用者数

貸切使用者数
教室参加者数

　　　　　　区分
 年度

個人使用者数

335,507

△ 117,702 188 1,366 △ 116,561

182,531

合　　　計
指定事業 自主事業

64,829 6,421 44,314 218,946

教室参加者数（指定管理者）

体 育 施 設 使 用 状 況

貸切使用者数


